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－ 議 事 要 録 － 

事  項 第２回 多摩ニュータウンまちづくり方針の策定に係る懇談会 

日  時 平成２９年１０月１３日 金曜日 午後３時～午後４時３０分 

場  所 南大沢文化会館 第２会議室 

出
席
者 

参加者 西浦定継、饗庭伸、和田光平、神﨑龍治、本田秀明、宮城俊弥 

事務局 
都市計画部長：守屋和洋、都市総務課長：原清、都市総務課主査：遠藤彰、都市総

務課主任：三井直義 

資  料 

第２回 多摩ニュータウンまちづくり方針の策定に係る懇談会 次第 

資料１：八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針（素案）たたき台 

資料１－１：第 1回懇談会でのご意見について 

資料２：多摩ニュータウンまちづくり方針の策定に係るワークショップ 開催概要 
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会議の内容 

議題１：八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針（素案）たたき台について 

遠藤主査 （「資料１：八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針（素案）たたき台」及び 

「資料１－１：第 1回懇談会でのご意見について」に基づき説明） 

西浦座長 今回の資料１は３章構成だが、この後に４章として、将来像の実現に向けた具体の施

策が付くはず。４章の内容はいつ頃示されるか。 

遠藤主査 次々回を予定している。 

饗庭氏 計画区域が気になる。多摩ニュータウン区域外の南陽台等まで広げて考えてはどうか。

同じ水系の地域。区域内外にまたがっている町会もあり、居住者から指摘される可能性

もある。 

遠藤主査 表現を含めて検討する。 

饗庭氏 新住宅市街地開発事業区域（以下「新住区域」という。）に注力する方針となっている

ように感じる。土地区画整理事業区域（以下「区画整理区域」という。）については、あ

まり記載がないように思う。区画整理区域の方がいきいきとしている。区画整理区域に

ついての記載も入れるべきではないか。 

遠藤主査 区画整理区域の方が比較的課題が少ないと考えており、新住区域の課題に関する内容

が多くなっている。高齢者の問題、空き家の問題などは区画整理区域を含めて対策を考

えていく。また、区画整理区域には学生が多いこともあり、学生の皆様との連携や定住

化等については、主に区画整理区域での取り組みになると思う。 

饗庭氏 バスサービスの状況は、調査しているか。 

遠藤主査 バスについては、昨年度、基礎調査で調査している。また、地域住民から、路線は充

実しているが本数が少ないと言われることがある。 

饗庭氏 現況整理のところで、バスの路線、本数等がわかる図面があれば、課題がより明確に

なり、議論もしやすいと思う。また、地域交通計画は策定しているか。バス事業者との

連携は取れているのか。 

遠藤主査 基礎調査でバスについてまとめているので、今後記載する。 

昨年度、交通企画課で公共交通計画を策定している。バス事業者とは、交通企画課で接

点があり、連携を進めていきたいと考えている。 

饗庭氏 資料１P27 以降にあるまちづくり方針（以下「方針」という。）①～⑤は、人口構造の

バランスが良くなることを目指しているように見える。高齢者、子どもとその親、学生

の居住を促しても、各世代がつながりなく居住している状況であれば、メリットはない。

多様な世代が居住し、それぞれにつながりのある状態として、家族の近居が進むことが

考えられる。近居が進めば、福祉や子どもに関する社会的コストが低くなる。そう考え

ると、近居ができる環境というのがひとつのゴールではないか。高齢者、若者世代、子

育て世代への対応を個別に考えるのではなく、意味のある繋がりを見出せればよい。 

遠藤主査 近居の促進については、コミュニティ方針⑤の部分で、今後記載する。 

和田氏 人口統計の分野では、生産年齢人口率、子ども率ではなく、生産年齢人口割合、年少

人口割合。世代、という言葉は、人口統計の分野ではコーホートのことで。同じ年に生

まれた人の集団のことで、大学生世代という表現も少し違和感があるが、大学生と考え

られる年齢の人の集団、と考えれば間違いではない。 

遠藤主査 ご指摘のとおり修正する。 

和田氏 方針は、子育て世帯から若者世代、高齢者まで、総話的。エネルギーが分散し、イン

パクト不足。どこに戦略を合わせるか、選択と集中をするべき。住み続けている人を支

える守りの戦略か、外から若い人に入ってもらう攻めの戦略か等、方針をはっきりさせ

て選択と集中をすべきではないか。また、何年後にどれくらいの完成度とするか等、目

標もはっきり出すべき。 
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和田氏 方針⑦と⑪は、施設のこととインフラのこと、という違いと思うが、内容が重複して

いると感じる。同じことを繰り返しているように感じられるので、一つにまとめても良

いのではないか。 

遠藤主査 記載を検討する。 

神﨑氏 方針①～③を実現させれば、方針④が実現する、という関係に見える。 

遠藤主査 記載、表現を検討する。 

神﨑氏 資料１P23にある目指すまちの姿２に「みどり豊かなまち」とあるが、対応する方針は、

方針⑪に「みどり豊かな都市基盤」と記載があるのみ。もう少し記載すべき。 

遠藤主査 記載を検討する。 

神﨑氏 個別の施策は次々回の懇談会で議論するということだが、スケジュール的に間に合う

のか。 

遠藤主査 今年中に、「多摩ニュータウンまちづくり方針（素案）」（以下「素案」という。）を策

定する。素案では、方針までを記載し、ワークショップで提示する予定である。その後、

市で取り組んでいる施策、あるいは今後取り組む施策を記載し、来年度以降、パブリッ

クコメント等行っていく予定で、施策については次々回（来年度）以降の懇談会で意見

を頂く予定である。 

神﨑氏 資料１P15のデータの出典は何か。 

三井主任 2015年の国勢調査の結果。追記する。 

西浦座長 ４章に記載する具体的な施策を検討すると、方針に立ち返って修正する必要も出てく

る。４章の内容については早めに議論を進めるべきではないか。 

遠藤主査 承知した。新たな取組み等、どのような形でご提示できるか検討する必要があるが、

出来るだけ次回懇談会で提示する。 

宮城氏 ニュータウン区域だけではなくもう少し広範囲を対象区域としたほうがよいのではな

いか。例えば、多摩ニュータウン八王子市域を都心部のベッドタウンとして捉えるので

はなく、西側、外側から捉え、イメージを刷新してはどうか。 

バス交通については、都の調査も参考にしてはどうか。市間をまたがるバスルートが

不十分だと思う。 

今後は、多摩ニュータウン通りや南多摩尾根幹線等を活用し、リニア中央新幹線駅か

ら多摩ニュータウンへのバス交通を整備するなど、リニアの完成の影響も考慮すべきで

はないか。 

遠藤主査 広域的な視点としては、東京都の策定した「都市づくりのグランドデザイン」等の整

理を参考としている。他市とは引き続き調整・連携を図っていくが、他市まで含めた検

討は、市としては難しい。またバス路線については、収益が立つ場所でバス事業者が運

行していると思う。 

宮城氏 東京都ではイノベーションという言葉を使っているが、方針⑭にも書かれている新た

なビジネスの創出は、重要な課題だと思う。 

遠藤主査 職住近接や元気な高齢者の活躍できる場を作ることは重要だと考えている。新たなビ

ジネス創出の実現に向けて取り組んでいきたい。 

西浦座長 リニア中央新幹線駅が橋本周辺で整備される。ビジネス環境への好影響があると思う。 

本田氏 学生等の若年層の団地への入居は、地域や自治会との関わり方等、課題があると考え

ている。自治会等と協力しながら、取り組みができれば良い。方針⑧は JKKにも関わっ

てくるが、内容が変わる可能性はあるのか。 

遠藤主査 近隣センターの活用に関する具体的な部分は、今後色々な団体と接触するなかで、場

所を探している団体等あれば相談していきたいと考えている。そういった取り組みを行

いながら、方針⑧の内容も精査していくことになると考えている。 

饗庭氏 課題をまとめた記載がないので、議論が色々な方向に向いていると思う。課題が共有
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できるよう、課題図等を記載すべき。ニュータウン通りには、ロードサイド型商業立地

があるものの、商業施設の状況次第では、今後の土地利用は大きな課題になることも考

えられる。また、南多摩尾根幹線沿道の土地利用についても検討しておく必要があるの

ではないか。 

遠藤主査 課題をまとめた部分を作成する。 

八王子市域の南多摩尾根幹線沿道の現状の土地利用としては、長池公園とぐりーんう

ぉーく多摩等があり、未利用地はない状況。商業施設の状況は、引き続き注視していく。 

饗庭氏 資料１P18の「多摩ニュータウン八王子市域の将来の広域アクセスイメージ」について、

南多摩尾根幹線はニュータウン区域内を通っているはず。正確に描くべき。 

遠藤主査 修正する。 

和田氏 資料１P18～P19「将来の展望」に、課題と方策の両方が記載されている。 

子育て世帯に住んでもらえるよう注力するのもよいが、行政コストの面からは、他の

地域で育った子ども達が転入してもらう方が良い。アクティブシニアや 40代、50代の消

費行動等を利用する方に注力するのもひとつの戦略である。 

このエリアだけで考えてよいのか、疑問。先行して検討している多摩市のニュータウ

ン再生方針では他市のエリア等についてどのように記載しているか。 

西浦座長 他市も視野に入れてはいるが、具体的なプロジェクトとしては多摩市内に限定してい

る。 

和田氏 八王子市内の施策を考えていくしかないとは思うが、多摩ニュータウン以外の八王子

市域から移動させる、ということは施策として考えられるのではないか。 

饗庭氏 大学生でも、多摩ニュータウンで育った世代はニュータウンに愛着がある。そういっ

た人にうまくアピールできると良い。また、40代、50代になると、親の介護のことがあ

り、介護できる住環境を求めるので、そのような世代にアピールできれば居住してもら

える可能性もある。 

南多摩尾根幹線沿道の土地利用も将来を見越しておく必要があるのではないか。現状

土地利用も永遠に続くものではない。契約状況や大規模な土地を持つオーナーの意向等

ある程度把握しておかなければ、突然土地が空く可能性もあるので、どのような使われ

方が良いか、検討しておくべき。 

遠藤主査 市として、第三者どうしの契約内容を把握できないが、引き続き土地利用の動向には

常に気を配っていく。 

議題２：まちづくり方針策定に係るワークショップの開催について 

遠藤主査 （「資料２：多摩ニュータウンまちづくり方針の策定に係るワークショップ 開催概

要」に基づき説明） 

西浦座長 ワークショップの開催については、資料のとおりでよろしいか。 

饗庭氏 内容は問題ないように思うが、開催日程について、第 3 回と第 4 回の間が一週間しか

ない。第４回に発表するのであれば、学生は大丈夫かもしれないが、他の参加者がつい

ていけるか不安ではある。 

西浦座長 ワークショップの開催場所はどこか。 

遠藤主査 南大沢文化会館の会場で行う予定。 

西浦座長 ワークショップの結果は、第４章の構築にあたって、どこでどのような施策を行って

いくか、どのように連携していくか等、記載に反映していくのか。 

遠藤主査 その通り考えている。 

和田氏 人数の制限があることと思うが、学生も参加意欲があり、是非参加させて欲しい。 

ワークショップの成果は発表会の開催やシンポジウム等での発表・提案の公開を考え
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ているか。 

遠藤主査 ワークショップでの検討についての発表は、ワークショップ内で行う。その他、方針

策定にあたりパブリックコメント等を行う予定で、どういった形になるか未定だが、地

域の方に向けた発表・周知の場を設ける検討をしている。 

議題３：その他 

原課長 次回 第３回懇談会は、平成 30年 1月 18日午前 10時から開催予定。 

会場は、南大沢保健福祉センターの研修室を予定。 

以上 閉会（午後 4時 30分） 

 


